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「大学生のＳＲＩ意識調査アンケート ’07」分析結果 
 
調査実施：特定非営利活動法人社会的責任投資フォーラム・SIF-Japan Students 
調査期間：2007 年 10 月 10 日～2007 年 11 月 15 日 
 
 
1. 趣旨・概要 

 
 CSR（企業の社会的責任）に対する関心が高まってきている。2006 年に SIF-Japan 
Students が実施した『就職活動における CSR 意識調査アンケート ’06』によると、大学生

の CSR に対する認知度は高く、就職活動の際、70%以上が CSR に「着目する」、「着目し

てもよい」と回答していた。 
そこで今回は、就職活動において CSR に高い着目度を示している大学生は、株式投資に

おいて CSR を投資判断に組み入れる SRI（社会的責任投資）にも関心をもつのかをアンケ

ート調査した。社会人になる前の大学生を対象にすることによって、SRI の潜在的な規模

を測ることができると考えられる。 
また、本調査を実施するに当たり、SRI に対する大学生の認知度は高くないと考え、ア

ンケート用紙に SRI についての説明を盛り込んだ（アンケート用紙は巻末に収録。なお、

アンケート用紙には「実施期間：H19.10.1～19.10.31」と記載されているが、実際には開

始日が延びたために、11 月 15 日までを調査期間とした）。アンケートを通じて、大学生の

SRI の認知度を高めることも狙っている。 
 
【調査概要】 
アンケートタイトル：「大学生の SRI 意識調査アンケート ‘07」 
アンケート配布対象：首都圏の大学生に配布（大学院生は対象外）。大学の学部は問わない

が、企業倫理、CSR、環境経営、環境会計等を扱う授業は配布対象

外とした。 
主な質問内容： 
① 株式投資の経験について 
② 株式投資に対するイメージについて 
③ CSR、SRI の概念を知っているか 
④ （SRI に関する説明文の後に）SRI 投資信託を購入したいか 
⑤ ④の回答に対する理由 
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2. 調査内容と分析 
［1］調査方法・回収結果 

 

■ アンケート回収方法：大学の授業内で配布、回収。大学の学部は問わないが、企業倫理、 
          CSR、環境経営、環境会計等を扱う授業は配布対象外とした。 

■ アンケート実施期間：2007 年 10 月 10 日～2007 年 11 月 15 日 
■ 大学・学部： 
・ 慶應義塾大学／環境情報学部、総合政策学部 
・ 国士舘大学／21 世紀アジア学部 
・ 上智大学／文学部、法学部、経済学部、外国語学部、理工学部 
・ 成蹊大学／文学部、経済学部 
・ 中央大学／文学部、法学部 
・ 武蔵工業大学／環境情報学部 
・ 早稲田大学／人間科学部 
以上、5 名以上の回答があった大学。その他の大学名は省略。 

■ 回収数：777（有効回答数：771） 
■ 回答者属性 

女 - 1年
18.7%

女 - 3年
9.2%

性別、もしくは
学年が不明
1%

男 - 1年
17.9%

男 - 3年
11.7%

男 - 4年
6.4%

女 - 4年
4.4% 女 - 5年以上

0.1%
男 - 5年以上
0.5%

男 - 2年
18.3%

女 - 2年
11.4%
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［２］大学生の株式投資への意識 

 今回のアンケートでは、SRI（社会的責任投資）についての意識調査を試みたが、その前

提となる“投資”そのものについて、アンケートの Q1、Q2 を設問した。そこで得られた

結果は以下のようになった。 
 
■ 株式投資の経験がある大学生は少ないが、「今後、行ってみたい」と思う大学生は多い 

 
 Q1 では、株式投資の経験と今後の株式

投資に対する意識を聞いた。大学生の株式

投資の経験を表したのが表 1 である。株式

投資を現在「行っている」と答えた学生は

3.1%、そして過去に「行っていた」と答え

た学生は 3.6%となった。このことから、株

式投資の経験をしたことがある学生は全体

の 10%未満と非常に少ないことが分かっ

た。この数値は我々SIF-Japan Students
のメンバーが普段の学生生活においても実

感しているのと同程度である。 
 しかし一方で、表 2 に表した大学生の株

式投資への意識を見ると、株式投資を行い

たいと考える大学生は 42.2%となった。さ

らに、株式投資を「行ったことがない」と答えた学生の中で、今後、株式投資を「行いた

い」と答えた学生は全体の学生の 36.3%となり、株式投資未経験者でも 3 人に 1 人以上の

割合で株式投資への興味を持つ学生がいることが分かった。 
 
■ 「リスクが高い」など、ネガティブなイメージが強い株式投資 

大学生が株式投資に抱くイメージは図 1 のようになった。Q2 では、用意した 10 の選択

肢の内、株式投資に強く抱くイメージの上位 3 つを、そのイメージの強い順に聞いた。そ

の結果、「最もイメージが強い」を一番多く選んだのは「②リスクが高い」であった。これ

は元本割れが生じる可能性が強く印象づいていることの現れであると思われる。しかし、

「最もイメージが強い」との回答が次に多かったのは「④資産運用の一つ」であった。「②

リスクが高い」というイメージが強いものの、「④資産運用の一つ」としても大学生は認知

していることが伺える。だが、「最もイメージが強い」の数では劣るものの、「④資産運用

の一つ」と同等に強くイメージされていたものが「⑨難しい」であった。 
順位別の結果を表した図 1 に対して、「最もイメージが強い」を 3 点、「次にイメージが

表 1：大学生の株式投資の経験 
 人数 割合 

行っている 24 3.1% 
行っていた 28 3.6% 

行ったことがない 716 92.9% 
無回答 3 0.4% 

有効回答数 771 100.0% 
 
表 2：大学生の株式投資への意識 

 人数 割合 

行いたい[続けたい] 325 42.1% 
行いたくない 427 55.4% 

無回答 19 2.5% 
有効回答数 771 100.0% 
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強い」を 2 点、「イメージが強い」に１点とウエイトを割振り、加重集計したのが図 2 であ

る。 
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 図 2 のように加重集計値で表すと、「④資産運用の一つ」と「⑨難しい」がほぼ同じぐら

いのイメージであることが分かり、また「②リスクが高い」が他の選択肢と比べて突出し

ていることが分かる。 
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(点) 図 2：大学生の株式投資に対するイメージ（加重集計値） 

図 1：大学生の株式投資に対するイメージ 
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 また、25 人が回答した「⑩その他」の項目に主に挙げられていたものとしては次のよう

なものがあった。 
 
・ 株式投資を行うためにはある程度の資産が必要 
・ 気をつかわなければならない 
・ 拘束力が強い 
・ 時間が無いとできない 
・ 社会勉強になる 
・ 知識が必要 
・ 使い方によっては危険が伴う 
・ 常に忙しい 
・ 遊び 
・ 特に興味ない 
・ 面倒くさい 
・ 儲からない 
・ よく分からない 

 
これらの意見を見ても、株式投資に対してネガティブなイメージを抱く大学生が多いと

言えるだろう。 
 
 
［3］大学生のCSR、SRIに関する意識 

以上が 株式投資についてのアンケートの結果である。次に、SRI に関連した設問である

Q3～5 で得られた結果について考察していく。 
 
■ SRI の認知度は CSR の認知度の半分以下 

まず、Q3 にて CSR や SRI がど

れだけ学生に知られているかを調

査した。その結果が表 3 である。 
 この設問は 2006 年に実施した

「就職活動における CSR 意識調

査アンケート ’06」と同様の設問で

ある。前回の調査では CSR を教え

ていない授業と教えている授業、そ

れぞれについて調査したので、ここ

表 3：CSR と SRIの認知度 
CSR SRI 

 
人数 割合 人数 割合 

知っている 243 31.5% 104 13.5% 
言葉だけ 144 18.7% 166 21.5% 
知らない 351 45.5% 465 60.3% 
無回答 33 4.3% 36 4.7% 

有効回答数 771 100.0% 771 100.0% 
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では表 4 に「CSR を教えていな

い授業の学生」、表 5 に「CSR を

教えている授業の学生」の結果を

示した。 
前回の調査と比べると CSR、

SRI ともに認知度が下がってい

ることが分かる。特に、06 年の

調査で CSR を教えていない授業

の学生と比べると、CSR、SRI と
もに 20%近く差がでている。これ

には学年別の回答人数の違いが

大きく関係していると考えられ

る。 
しかし、そのような違いを除い

て、両調査において共通すること

はやはり SRI の認知度は CSR の認知度よりもかなり低いということである。特に今回の調

査を見ると、SRI の認知度は CSR の認知度の半数以下となった。 
 
■ 学年が上がるにつれ、CSR と SRI の認知度は共に上昇する傾向 
なぜ前回のアンケート結果とこのような差が見られたのか。上で述べたように、その最

大の要因は「学年別の回答人数の違い」であると考えられる。そこで、学年別の CSR と SRI
の認知度を図 3 と図 4 に表した。 

77%

50%

32%
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25%

42%

77%
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知ってる 聞いたことがある 知らない

表 5：CSR と SRIの認知度（06 年調査、CSR 授業内） 
CSR SRI 

 
人数 割合 人数 割合 

知っている 78 73% 16 15% 
言葉のみ 22 21% 48 45% 
知らない 7 6% 43 40% 

有効回答数 107 100% 107 100% 
 

図 3：学年別の CSR の認知度 

表 4：CSR と SRIの認知度（06 年調査、CSR 授業外） 
CSR SRI 

 
人数 割合 人数 割合 

知っている 172 53% 93 29% 
言葉のみ 65 20% 97 30% 
知らない 87 27% 134 41% 

有効回答数 324 100% 324 100% 
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 図 3 と図 4 の結果を見る限り、CSR と SRI ともに学年が上がるにつれ、その認知度は高

まる。特に、CSR の場合は大学 3 年生で 50%、大学 4 年生で約 80%と、その認知度は非常

に高くなることが分かった。 
 図 3 と図 4 を比べると、多くの学年で CSR の認知度は SRI の認知度の約 2 倍というこ

とが分かる。しかし、大学 2 年生の時には CSR の認知度は 32%、SRI の認知度は 9%と、

他の学年の認知度との差よりも大きな差が見られた。なぜこのような結果になったのかと

いう明確な要因は分からない。しかし考えられることとすれば、「SRI の認知度が大学 2～3
年生になると大きく伸びる」と前向きに考えるか、あるいは「元々関心のある学生が勉強

していた」というように考えられるだろう。ただ、大学生における SRI の認知度が伸びる

とすれば、やはりこの時期の大学の授業が影響するのではないだろうか。 
 
■ SRI を購入したいと思う大学生は約 4 割 

Q4 では、SRI 投資信託を購入したいかどうかを聞いた。その結果が図 5 である。なお、

上に述べたように、本調査のアンケート用紙には Q4 以降の設問に移る前に、SRI に関する

簡単な説明文を掲載している。 
 SRI に関する説明の後、SRI による株式投資や SRI 投資信託を「買ってみたい」と答え

た大学生は 37.5%と、全体の約 4 割を占めた。これは表 2 で表した「大学生の株式投資へ

の意識」の中で「行いたい[続けたい]」を選んだ学生の割合が 42.2%であることと比べる

と、SRI に関心を持つ大学生が多いことが分かる。また、SRI を「買っている」と答えた

のが 1.2%と答えたのに対し、「大学生の株式投資の経験」で株式投資を「行っている」と

答えたのが 3.1%であったので、実際に SRI を購入している大学生も株式投資を行っている

大学生の 3 割程度を占めることが分かる。 

図 4：学年別の SRI の認知度 
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■ SRI を購入したいと思う学生は収益性にも社会的意義にも期待する傾向がある 

Q4 で聞いた SRI の購入意識に対する理由を、「買ってみたい」と回答した理由について

Q5-1 で、「買いたくない」と回答した理由について Q5-2 で聞いた。 
 まず、「買ってみたい」と答えた理由についての回答を図 6 にまとめた。「買ってみたい」

と回答した理由の選択肢として「①収益性が期待できると思うから」、「②社会的意義があ

ると思うから」、「①、②の両方の理由から」の 3 つを用意したが、この 3 つの割合はほぼ

均等になったと言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ SRI を購入したくないと思う学生は社会的意義を感じない傾向がある 
次に、「買いたくない」と答えた理由についての回答を図 7 にまとめた。 

両方
34.3%

収益性が
期待できそう
30.1%

社会的意義が
あると思う
35.3%

無回答
0.3%

図 6：SRIを購入したいと思う理由 
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図 5：SRIの購入意識 
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こちらも Q5-1 と同様、「①収益性が期待できないと思うから」、「②社会的意義が感じら

れないから」、「①、②の両方の理由から」の 3 つの選択肢を用意したが、「買ってみたい」

理由とは違い、「社会的意義が感じられないから」がおよそ半数を占め、「①、②の両方の

理由から」との回答数を合わせると約 7 割が該当することになった。これは、大学生は「投

資が社会を変えうる力を持っている」という認識を持っていないことを示しているのだろ

う。Q2 の選択肢に自由記述ができる「その他」を設けたが、こちらの記述にもそのような

意見は書かれなかった。 
しかし、これらの結果は、「投資家の社会的責任」についての理解を広めることが SRI を

広めることにつながるといえるのではないだろうか。 
 
 
［４］SRIに関する意識のクロス分析 

 前記した［２］、［３］において、アンケートの各設問に対する分析を行ったが、ここか

ら先は複数の設問に対する回答をクロス分析し、さらに細かく大学生の SRI に対する意識

を見ることにする。 
 
 
■ 株式投資に興味をある大学生は、SRI に対する興味も高い 
最初に行ったクロス分析は「株式投資への意識」を聞いた Q1 と「SRI の購入意識」を聞

いた Q4 のクロス分析である。その分析を行うにあたり、株式投資を「行いたい［続けたい］」

と「行いたくない」の 2 つにおいて、SRI の購入意識を分析した。まず、「行いたい［続け

たい］」と答えた大学生の SRI の購入意識を表したのが図 8 である。 

両方
21.0%

社会的意義が感
じられない
50.4%

収益性が期待で
きなそう
23.0%

無回答
5.6%

図 7：SRIを購入したくないと思う理由 
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 株式投資を「行いたい」と答えたのは全体の 42%であり、その内の 65%が SRI で「買っ

てみたい」と回答した。株式投資に興味のある大学生ならば、今回のアンケートで行った

ような SRI の説明を受ければ、SRI への興味を示す可能性が高いと言えよう。 
 
■ 株式投資に興味のない大学生も、SRI への興味を僅かに示す 
次に「行いたくない」と答えた大学生の SRI の購入意識を表したのが図 9 である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
株式投資を「行いたくない」と答えたのは全体の 56%であり、その内の 16%が SRI で「買

ってみたい」と回答した。株式投資に興味のない大学生も、SRI のような投資方法でなら

買ってみたいと感じる大学生がいることが分かった。しかし、株式投資に興味のない大学

生を引き込もうとするのに多くの労力を必要とすることをこの結果は示しているだろう。 
 

無回答
2%

行いたくない
56%

行いたい
［続けたい］
42%

無回答
1%

買いたくない
32%

買っている
2%

買ってみたい
65%

図 8：株式投資に興味のある大学生の SRIへの関心 

無回答
2%

無回答
1%

買っている
1%

買いたくない
82%

買ってみたい
16%

行いたい
[続けたい]
42%

行いたくない
56%

図 9：株式投資に興味のない大学生の SRIへの関心 
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■ CSR について知っている大学生の半数近くが、SRI を購入したいと考えている 
Q3 で調査した「CSR の認知度」と Q4 で調査した「SRI の購入意識」のクロス分析を行

った。その結果が図 10 と図 11 である。 
 CSR について知っていた大学生と知らない大学生の SRI への興味を見ると、SRI 投資信

託を「買ってみたい」と答えたのは、CSR について知っていた大学生の内では 49.8%、CSR
について知らない大学生の内では 25.9%といった結果になり、CSR を知っている大学生の

SRI の購入意識は CSR を知らないよりも 2 倍近く多く興味を示していることが分かった。

CSR について知っていれば、大学生は SRI という投資方法を理解し、興味を示すようにな

るのではないかと言えよう。 

聞いたことがある
19%

無回答
4%

知らない
45%

無回答
1.2%

買っている
2.9%

買いたくない
46.1%

買ってみたい
49.8%

知っている
32%

知っている
32%

知らない
45%

買ってみたい
25.9%

買いたくない
73.5%

買っている
0.3%

無回答
0.3%

聞いたことがある
19%

無回答
4%

図 11：CSR を知らない大学生の SRIへの関心 

図 10：CSR を知っている大学生の SRIへの関心 
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■ SRI について知った大学生の約 3 割が「買ってみたい」と反応 

Q3 で調査した「SRI の認知度」と Q4 で調査した「SRI の購入意識」のクロス分析を行

った。その結果が図 12 である。SRI を知らなかった大学生の内、今回のアンケートで記載

したような説明を受けることで、約 3 割の大学生が SRI への興味を示した。 

無回答
5%

知っている
13%

聞いたことがある
22%

知らない
60%

買ってみたい
29.3%

買いたくない
70.1%

買っている
0.2%

無回答
0.4%

 
 
■ 学年が上がるにつれ、SRI の購入意識も微増する 
学年別に SRI の購入意識に変化の差が見られるのかを調べるために、学年と「SRI の購

入意識」を聞いた Q4 のクロス分析を行った。その結果が図 13 である。 
  

45.8%

41.1%

40.6%

31.4%

44.6%

57.7%

59.0%

67.5%

0.7%

0.4%

0.6%

4.8%

0.4%

0%

0.6%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4年

3年

2年

1年

買ってみたい 買いたくない 買っている 不明
 

この結果から見ると、学年が上がるにつれ、SRI を「買ってみたい」と思う大学生は僅か

図 12：SRI を知らなかった大学生の SRIへの関心 

図 13：学年別の SRI の購入意識 
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であるが増加する傾向が見られる（ただし、4 年は他の学年と比べ母数が少ないため、信頼

性に僅かに欠ける）。これは「図 4：学年別の SRI の認知度」と相関関係にあたると考えら

れる。少なくとも、SRI について認知しているのとしていないのとで、購入意識が変わる

のは間違いないだろう。 
 
■ 性別による SRI の購入意識に差は見られない 
 続いて、性別により SRI の購入意識に変化の差が見られるのかを調べるために、性別と

問４のクロス分析を行った。その結果が図 14 である。 

 
結果を見る限り、性別による SRI の購入意識の大きな差は見られなかった。しかし、実

際に SRI で「買っている」の人数を比べると、男性 7 人に対し、女性は 1 人となった。Q1
で聞いた株式投資の経験についても性別で人数を見ると、現在株式投資を「行っている」

のは男性 20 人、女性 7 人で、以前株式投資を「行っていた」は男性 15 人、女性 9 人であ

る。これから言えば、株式投資でも SRI でも、性別からすると男性の方が実際に行ってい

る人は多いと言えるだろう。 
 
■ 男性は女性よりも CSR や SRI に対する認知度が高い 
さらに、SRI の購入意識に続き、性別で CSR と SRI に対する認知度のクロス分析を行っ

た。その結果は図 15 のようになった。 
図 15 のように、性別で見ると CSR も SRI も、「知っている」は共に男性は女性よりも

11%も高かった。また、「知っている」と「聞いたことがある」を足しても、7～8%、男性

の方が女性よりも高かった。このように認知度に差が出てくる明確な要因は分からないが、

あえて挙げるとすれば CSR や SRI もビジネスの用語として捉えれば、男性の方が女性より

も敏感なのかもしれない。 
 
 

36.6%

38.9%

62.5%

58.3%

1.7%

0.3%

1.2%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

買ってみたい 買いたくない 買っている 不明

図 14：性別による SRI の購入意識の違い 
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3. まとめ 
 
以上の分析結果から考察した結論として、特徴的なものを以下にまとめた。 

 
■ 大学生の SRI の潜在的なニーズは、全体の約 1～2 割存在する 

SRI の購入意識を聞いた Q4 の回答では、SRI を「買ってみたい」という大学生は全体の

37.5%であった。また、株式投資を「行いたい［続けたい］」と「行いたくない」で分ける

と 3：1 の割合に分かれることになった。つまり、株式投資に対して興味がなかったものの、

SRI なら買ってみたいという人は全体の 9.4%とおよそ 1 割の潜在的なニーズが存在するこ

とが分かった。 
 また、「SRI の認知度」で「知らなかった」と答えた大学生の中で「SRI の購入意識」で

「買ってみたい」と答えた大学生の人数という別の視点から SRI の潜在的なニーズを見る

と、SRI を「知らなかった」大学生が 60.3%で、この学生の内、29.3%が SRI を「買って

みたい」と答えた。これは全体の 17.7%であり、およそ 2 割の潜在的なニーズが存在する

ことが分かった。 
 以上のように、2 つの視点から SRI の潜在的なニーズを見たが、SRI について知らない、

もしくは株式投資を行いたくないという大学生の内、約 1～2 割の大学生が SRI に興味を持

つことが分かった。 
 

8%

19%

28%

37%

25%

21%

20%

19%

67%

60%

52%

44%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性-SRI

男性-SRI

女性-CSR

男性-CSR

知ってる 聞いたことがある 知らない

図 15：性別による CSR、SRI の認知度の違い 



 

 

大学生のＳＲＩ意識調査アンケート’07 分析 
 

 
NPO 法人社会的責任投資フォーラム・SIF-Japan Students  http://www.sifjapan.org 
問合せ：SIF-Japan 事務局 東京都港区白金台3-19-6 白金台ビル5F contact@sifjapan.org tel:03-5423-1512 

15/16 

 
■ 学年が上がると CSR と SRI の認知度、SRI の購入意識は上がる 
大学生のCSRとSRIの認知度は学年が上がるごとに上がっていく。大学生がCSRやSRI

の言葉を始めて聞く場所やそれらの情報を手にする場所は大学の授業や就職活動であると

考えられる。そして、大学の授業において学年が進むにつれて、CSR や SRI についても専

門的に取り上げられるようになるとすれば、このような結果になるのは自然なのだろう。

また、それに伴い、SRI 投信に興味を示し、購入しようとする意識も持つようになるのも

自然な流れである。 
 
 
■ 大学生に対する SRI 普及への課題 
今回の調査では 60.3%の大学生が SRI について「知らなかった」と回答し、「知らなかっ

た」と「言葉だけ聞いたことがある」を合わせると 81.8%となった。このように SRI に対

する認知度はあまり高くない現状がある。 
こうした現状は事前に予想されていたため、アンケート用紙に SRI に関する説明文を記

載した上で「SRI の購入意識」を聞いた。しかし、「SRI を購入したくないと思う理由」で

最も多かったのは半数を占めた「社会的意義が感じられない」であった。つまり、SRI の

普及にはが「社会的意義がある」との認識が必要であると考えられ、その前提として「投

資が社会を変えうる力を持っている」という認識が不可欠である。 
また、SRI に関連することで人々が想像するイメージとして、「CSR に積極的に取り組ん

でいることが企業の業績が向上に繋がっているとは考えにくいから、SRI をやろうとは思

わない」や「SRI 投信のパフォーマンスが良いとは思えない」などの懐疑的なイメージも

あると考えられる。これらは長く議論が続いている問題であり、そうした問題の存在も同

時に人々に認識されなければ SRI が真に普及するには至らないのではないか。 
 
 
 
4. 最後に 

 
2006 年に実施した『就職活動における CSR 意識調査アンケート ’06』では、大学生にと

っては身近な「就職活動」をテーマに、CSR との関連を持たせて調査を行った。その際、

「次年度は SRI に焦点を当てたアンケートを試みたい」という意識があった。また、「大

学生は SRI に対してどのような意識を持っているのか？」という疑問を抱いたことから、

第 2 回目のアンケート調査が始まった。アンケートの企画・作成にあたり、日頃から「SRI
について知っている大学生は多くないだろう」と感じていたことから、SRI に関連した設
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問に入る前に SRI に関する説明を追加する工夫を盛り込んだ。また、アンケート用紙より

もやや突っ込んだ説明をしたシートをホチキスで留め、アンケート回答後にアンケート用

紙と切り離し、シートを持ち帰ってもらい、SRI の理解を深めてもらうことも狙った。 
アンケートの規模を当初、「1000 人の大学生」を対象としようと試みていたため、結果と

して 1000 人の回答は得られなかったものの、昨年度のアンケートの 2 倍以上もの規模とな

った。そのため、アンケートの配布、集計を行うにあたり、多くの方のご協力を頂き、こ

こまで完成させることができた。授業内での配布に協力して頂いた教員の皆様、アンケー

トに回答して頂いた方々など、当企画に関わった全ての方に対し、この場を借りて感謝の

意を表したい。 
今回の調査内容は SRI をメインテーマにしたものであったが、大学生に対して SRI に対

する認知度の向上や SRI そのものの普及のために必要な要素がいくつか明らかになった。

しかし、調査終了後、設問のさらなる工夫が必要な点もあると感じられた。来年度以降に

アンケート調査を実施する機会があれば、今回明らかにされたことをさらに深く突っ込む

ようなものができれば良いと思う。 
最後になるが、今回の調査が SRI を知るキッカケとなり、将来の SRI の実践につながれ

ば幸いである。 
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大学生の SRI 意識調査アンケート  ’07 
調査実施：NPO 法人社会的責任投資フォーラム・SIF-Japan Students／実施期間：Ｈ19.10.1～19.10.31 

SIF-Japan 事務局 港区白金台3-19-6 白金台ビル 5Ｆ contact@sifjapan.org tel：03-5423-1512 fax：03-5423-6921 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 本アンケート調査は、大学生を対象とした社会的責任投資（SRI）に対する意識について調査するため

のものです。結果は 11 月下旬ごろ、社会的責任投資フォーラム（SIF-Japan）Web ページおよびメール

マガジンで発表の予定です。どうぞご協力お願いいたします。 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
はじめに、あなたの大学、学部、学科、学年、性別を記入してください。 

大学 （               ）大学 
学部／学科 （             ）学部  （             ）学科 
学年（   ）年   性別（ 男性 ・ 女性 ） 

 
Q1. 現在のあなたの株式投資について、当てはまるもの 1 つに○をしてください。 

・ 株式投資を（  行っている  、  行っていた  、  行ったことがない  ） 
・ 今後、株式投資を（  行いたい［続けたい］  、  行いたくない  ） 

 
Q2. あなたは株式投資にどのようなイメージをもっていますか？ 以下の中でよく当てはまるもの 

3 つを選び、イメージの強い順に並べてください。 
① お金が儲かる   ② リスクが高い・危険・ギャンブルなど  ③ お金持ちがやること 
④ 資産運用の一つ  ⑤ 配当が魅力   ⑥ 企業を応援する    ⑦ 株主優待が魅力 
⑧ 気軽にできる   ⑨ 難しい     ⑩ その他（            ） 

 
［最もイメージが強い］ （      ）→（      ）→（      ） ［イメージが強い］    
 
Q3. 次の言葉の概念を知っていますか？ それぞれ以下の①～③の番号でお答え下さい。 

１）企業の社会的責任／CSR…（   ）     ２）社会的責任投資／SRI…（   ） 
① 知っている  ② 言葉だけ聞いたことがある  ③ 知らない（今、初めて知った） 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
Q4. 今後、SRI による株式投資や SRI 投資信託を購入したいと思いますか？ 

 当てはまるもの 1 つに○をしてください。 
① 買ってみたい        ② 買いたくない        ③ すでに買っている 

 
ここで、Q4 で①か②を選んだ方にお聞きします。 
Q5-1.  Q4 で「① 買ってみたい」を選んだ方にお聞きします。 

Q4 で「① 買ってみたい」を選んだ理由は何ですか？ 当てはまるもの 1 つに○をしてください。 
① 収益性が期待できると思うから。     ② 社会的意義があると思うから。 
③ ①、②の両方の理由から。 

  
Q5-2.  Q4 で「② 買いたくない」を選んだ方にお聞きします。 

Q4 で「② 買いたくない」を選んだ理由は何ですか？ 当てはまるもの 1 つに○をしてください。 
① 収益性が期待できないと思うから。    ② 社会的意義が感じられないから。 
③ ①、②の両方の理由から。 

 

アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。アンケート用紙の提出は 1 枚目のみ 
となっています。アンケート用紙の 2 枚目は切り離し、お持ち帰りください。 

SRI って何？  近年、グローバルに注目されている企業の社会的責任（CSR：Corporate Social 
Responsibility）。企業が持続可能な経営を行うために、社会との関わり方を考えるものです。そして

私たち個人や機関投資家が、社会的責任を果たす企業へ積極的に投資をしようというものが、社会的責

任投資（SRI：Socially Responsible Investment）です。SRI の方法として個別の銘柄を選別して直接

投資する方法や証券会社や銀行で販売されている SRI 投資信託を購入する方法があります。SRI 投資

信託は商品によっては一万円から購入することができます。 




